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昭和信用金庫の現況



1　昭和信用金庫の現況

昭和信用金庫は、創業の理念である「相互扶助」「共存共栄」の精神のもと、
 第一に、お取引先のご繁栄を願い誠意を尽くします。
 第二に、地域社会の発展に貢献いたします。
 第三に、調和のある健全経営を目指します。

経営理念

昭和信用金庫の概要
創 立：昭和7年12月17日
純 資 産：242億1,285万円
出 資 金：13億1,154万円
会 員 数：22,609名
本店所在地：世田谷区北沢1丁目38番14号
預 金：4,409億6,695万円
貸 出 金：1,995億6,635万円

店 舗 数：本支店19店舗、店外ATMコーナー2か所
役 職 員 数：336名
営 業 地 区：東京都23区、調布市、三鷹市、狛江市、国立市、 

日野市、府中市、稲城市、武蔵野市、多摩市、 
西東京市、小金井市、国分寺市、小平市、立川市、 
東久留米市、および神奈川県川崎市多摩区、麻生区

（令和2年9月30日現在）

　平素は昭和信用金庫に格別のお引立てとご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。
　皆さまにおかれましては、長引くコロナ禍にあって、ご苦労もいかばかりかと案じ
ております。心からお見舞い申し上げます。
　このたび、令和2年度上半期（令和2年4月～9月）の経営内容や事業活動をご
報告する『昭和信用金庫の現況2020』を作成いたしました。是非お読みいただき、
当金庫について一層のご理解をいただければ幸甚でございます。
　昭和信用金庫は、昭和7年の創業以来、「相互扶助」「共存共栄」の精神のも
と、地域社会の繁栄に貢献することを経営理念に活動してまいりました。平成30
年度から取り組んでいる中期経営計画においては「Action! 徹底的に『重点地
区政策』する。」を掲げ、重点地区内の全てのお客さまの全ての課題を解決する活
動を引き続き行ってまいります。

● 記載している計数は、金額は単位未満を、%は小数点第3位を切捨てで表示しています。

昭和信用金庫は 
大好きな街、応援します。
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預金残高について
　預金は、多くのお客さまからのご信頼をいただいた結
果、前期比246億円増加し、4,409億円となりました。
　お客さまに安全・確実な資産運用商品とともに、ライ
フステージに応じ、ニーズに即した金融サービスを提供
してまいります。

貸出金残高について
　貸出金は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた
事業者の皆さまへの積極的な資金繰り支援などを行っ
た結果、前期比138億円増加し、1,995億円となりました。
　今後も適切な金融仲介機能を発揮するとともに、経
営改善・生産性向上の支援等、コンサルティング機能を
強化し、地域経済の活性化に貢献できるよう努めてまい
ります。

令和1年9月末 令和2年3月末 令和2年9月末 令和2年3月末 令和2年9月末

（単位：億円） （単位：億円）

1,8561,832
1,9954,409

4,1634,148

令和1年9月末
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令和1年9月期

業務純益

令和2年3月末 令和2年9月末

（単位：百万円） （単位：億円）

1,327 1,385

1,118 1,155356

458
496

92※ 92※

92※
267 269

140

359 361

232

令和1年9月末

※実質無利子・無担保融資に対する利子補給金の未収収益
経常利益 当期純利益 債券 株式 その他有価証券

預け金

1,0091,009 1,0511,051
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令和2年9月期

収益の状況について
　信用金庫の本来業務の収益を示す業務純益は、マイナ
ス金利政策による市場金利の低下を受けて減益となりま
した。経常利益、当期純利益についても、本部・本店、えび
す支店の新築に伴い発生した経費および不良債権の発
生に備えた貸倒引当金の計上に伴い、減益となりました。
なお、当期に計上しておりませんが、「新型コロナウイルス
感染症緊急経済対策」に基づく実質無利子・無担保融
資に対する利子補給金の未収収益92百万円を加味する
と、業務純益は前年同月比で横ばいとなります。

有価証券等の状況について
　皆さまからお預かりしている預金積金は、貸出金のほ 
かに有価証券および預け金として運用しています。
　有価証券は地方債、社債など安全性・流動性を最優先
し格付けの高い債券を中心として運用しています。預け
金は、全国の信用金庫のセントラルバンクである信金中
央金庫への定期預け金を中心に運用しています。信金
中央金庫はAA*格（格付機関JCR）の高い信用格付を取
得しています。 *令和2年9月末現在
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自己資本比率について
　自己資本比率は、金融機関の健全性・安全性を示す代表的
な指標です。
　当金庫の令和2年9月末の自己資本比率は10.17%と
なり、国内で営業する金融機関に求められている基準の
4.00%を大幅に上回る水準を維持しています。
　なお、公的資金や劣後ローン等による自己資本の増加は
ありません。

有価証券の時価情報について
　当金庫は、公社債を中心に安全性を重視した堅実な運用を行っています。保有する有価証券全体の評価益は13億45
百万円となっています。

満期保有目的の債券 （単位：百万円）

令和2年3月末 令和2年9月末
貸借対照表

計上額 時　価 差　額 貸借対照表
計上額 時　価 差　額うち益 うち損 うち益 うち損

満期保有目的の債券合計 16,032 16,092 60 295 235 15,189 15,437 247 279 32
地 方 債 11,632 11,925 293 293 − 11,289 11,556 266 266 −
社 債 200 201 1 1 − 200 200 0 0 −
そ の 他 4,200 3,965 ▲234 0 235 3,700 3,679 ▲ 20 11 32

その他有価証券 （単位：百万円）

令和2年3月末 令和2年9月末

取得原価
（償却原価）

貸借対照表
計上額

（時価）
評価差額 取得原価

（償却原価）
貸借対照表

計上額
（時価）

評価差額うち益 うち損 うち益 うち損
その他有価証券合計 94,567 95,829 1,261 1,673 412 99,263 100,361 1,098 1,523 425

株 式 700 761 60 127 66 700 800 100 170 70
債 券 87,752 89,085 1,332 1,510 177 92,448 93,663 1,214 1,329 115

国 債 504 518 14 14 − 504 517 12 12 −
地 方 債 41,016 41,977 961 961 − 40,781 41,611 830 830 −
社 債 46,231 46,589 357 535 177 51,163 51,534 371 486 115

そ の 他 6,115 5,982 ▲132 35 168 6,114 5,898 ▲ 216 23 239
（注）「その他」は、外国証券および投資信託等です。

自己資本比率の計算式（バーゼルⅢ）
自己資本の額（コア資本に係る基礎項目の額－コア資本に係る調整項目の額）
　 信用リスク・アセット+オペレーショナル・リスク相当額の合計額÷8%　　  ＝ 自己資本比率

（単位：百万円）
令和2年3月末 令和2年9月末

自 己 資 本 の 額 21,664 21,810
コ ア 資 本 に 係 る 基 礎 項 目 の 額 21,956 22,112
コ ア 資 本 に 係 る 調 整 項 目 の 額 292 301

信 用 リ ス ク ・ ア セ ッ ト 205,744 205,886
オペレーショナル・リスク相当 額 の 合 計 額÷8% 8,512 8,512
自 己 資 本 比 率 10.11% 10.17%

令和1年9月末 令和2年3月末 令和2年9月末

（単位：億円）

218216216

10.26% 10.11% 10.17%
自己資本比率 自己資本額
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不良債権の状況について
　令和2年9月末時点での金融再生法上の不良債権は62億29百万円、不良債権比率は3.11%です。当金庫の自己査定
基準により厳格に査定し、償却引当基準にそって貸倒引当金を計上し、万全に処理しています。
　不良債権62億29百万円に対しては、回収が確実に見込まれる担保や保証46億98百万円と、不足分に対する貸倒引
当金14億54百万円、合計61億52百万円により98.76%が保全されています。その差額76百万円が未保全ですが、特
別積立金171億95百万円により十分にカバーされ、不測の事態に対する備えは万全です。
 （単位：百万円、保全率・引当率＝%）

令和2年3月末 令和2年9月末

開示残高
（A）

保全額
（B）

保全率
（B）/（A）

引当率
（D）/（A−C）

開示残高
（A）

保全額
（B）

保全率
（B）/（A）

引当率
（D）/（A−C）

担保・保証等
による回収
見込額（C）

貸倒引当金
（D）

担保・保証等
による回収
見込額（C）

貸倒引当金
（D）

金融再生法上の不良債権 5,835 5,751 4,305 1,445 98.55 94.48 6,229 6,152 4,698 1,454 98.76 94.98
破産更生債権及び
これらに準ずる債権 590 588 306 281 99.58 99.13 723 720 438 282 99.66 99.13
危 険 債 権 4,747 4,667 3,635 1,031 98.32 92.86 4,898 4,827 3,797 1,029 98.53 93.48
要 管 理 債 権 497 495 363 132 99.48 98.08 606 604 462 142 99.57 98.21

正 常 債 権 180,643 193,947
合 計 186,478 200,176

（注） 令和2年9月末の金額は、同年3月末時点における債務者区分を前提とし、全債務者について9月末残高を反映させております。債務者区分の変更については、
新たに財務状況を確認した先に関し債務者区分の見直しを実施しております。また、同年4月から9月末までの間に延滞、不渡り、倒産等の客観的な事実ならび
に財務状況の変化等が把握できた債務者について、当金庫の自己査定基準により債務者区分の見直しを実施しております。なお、「貸倒引当金」には、正常債権
に対する一般貸倒引当金を除いて計上しております。

破産更生債権
及びこれらに
準 ず る 債 権

破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て
等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する
債権及びこれらに準ずる債権です。

危 険 債 権
債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状
態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の
回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権
です。

要管 理 債 権 「3ヵ月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該
当する貸出金をいいます。

正 常 債 権
債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債
権であり、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」「危
険債権」「要管理債権」以外の債権をいいます。

 （単位：先、百万円、%）

業種別区分 令和1年9月末 令和2年3月末 令和2年9月末
貸出先数 貸出金残高 構成比 貸出先数 貸出金残高 構成比 貸出先数 貸出金残高 構成比

製 造 業 129 2,498 1.36 124 2,620 1.41 136 3,244 1.62
農 業 、 林 業 − − − − − − 1 6 0.00
建 設 業 358 6,393 3.48 348 6,184 3.33 379 7,421 3.71
情 報 通 信 業 27 396 0.21 28 461 0.24 28 546 0.27
運 輸 業 、 郵 便 業 37 1,362 0.74 35 1,347 0.72 40 1,708 0.85
卸 売 業 、 小 売 業 569 10,195 5.56 559 10,204 5.49 627 13,288 6.65
金 融 業 、 保 険 業 6 2,977 1.62 6 2,976 1.60 8 3,025 1.51
不 動 産 業 1,151 90,081 49.15 1,152 91,619 49.33 1,186 93,402 46.80
物 品 賃 貸 業 2 109 0.05 2 109 0.05 3 90 0.04
学術研究、専門・技術サービス業 158 1,505 0.82 164 1,726 0.92 191 2,314 1.15
宿 泊 業 7 1,516 0.82 7 1,712 0.92 9 1,868 0.93
飲 食 業 494 6,246 3.40 509 6,668 3.59 765 10,145 5.08
生活関連サービス業、娯楽業 238 2,643 1.44 233 2,783 1.49 341 4,299 2.15
教 育、 学 習 支 援 業 36 3,152 1.71 34 3,277 1.76 44 2,158 1.08
医 療 、 福 祉 136 4,377 2.38 140 4,223 2.27 175 4,442 2.22
そ の 他 の サ ー ビス 573 9,332 5.09 577 9,800 5.27 690 12,728 6.37
小 計 3,921 142,788 77.91 3,918 145,716 78.47 4,623 160,693 80.52
個 人 5,078 40,474 22.08 4,903 39,976 21.52 4,500 38,873 19.47
合 計 8,999 183,263 100.00 8,821 185,693 100.00 9,123 199,566 100.00

（注）業種別区分は、日本標準産業分類の大分類に準じて記載しております。

業種別貸出金残高について
　当金庫は、お客さまのさまざまな資金ニーズにお応えし、地域経済の活性化に貢献できるよう、積極的に融資を行っています。
事業者の皆さまには設備資金や運転資金を、個人の皆さまには住宅ローン、消費性ローン等をご融資させていただいています。

破産更生債権及び
これらに準ずる債権 723

（単位：百万円）

正常債権
193,947

債権額

危険債権
4,898

担保及び
保証
4,698

貸倒引当金 1,454

特別積立金
17,195

要管理債権
606



上半期トピックス

新型コロナウイルス感染症拡大に対する支援

ホームページの全面リニューアル

「しんきん通帳アプリ」

5　昭和信用金庫の現況

全店舗およびサポートプラザにおける 
「経営相談窓口」設置

　当金庫は、新型コロナウイ
ルスの影響を受ける中小企業
の皆さまへの支援を喫緊の課
題とし、資金繰りや経営に関
する総合的な相談窓口を設置
しました。また、休日にしかご
来店できない方のために「休日
経営相談会」も実施しました。

　当金庫では、お客さまにとってこれまで以上に「見やすい」「使
いやすい」ホームページを目指して、当金庫のホームページを7月
27日に全面リニューアルしました。また、サイト全体にインター
ネット上の通信を暗号化する「常時SSL化」を施し、セキュリ
ティーを強化しています。

　当金庫では、7月20日より、「しんきん通帳アプリ」の取
扱いを開始しました。スマートフォンの「しんきん通帳ア
プリ」を通じて、お客さまの口座番号をそのまま登録する

ことで、口座の入出金明細や残高をいつでもどこでも 
スマートフォンで確認できます。紙の通帳との併用も可能
です。

雇用調整助成金セミナー
　当金庫と東京都社会保険労務士会世田谷支部の主催で、
新型コロナウイルス感染症の影響をふまえて制度の拡充、
申請の簡素化が行われた「雇用調整助成金」についてのセ
ミナーを6月26日、7
月3日、8日に開催し
ました。当日は専門
家による助成金の概
要と申請方法の説明、
質疑応答および個別
相談を行い、延べ29
名が参加しました。

「家賃支援給付金」等の申請サポート
　経済産業省・中小企業庁は新型コロナウイルス対策として、資本金10億円未
満の中堅企業、中小企業、小規模事業者および個人事業者を対象に、事業継続の
下支えとして「家賃支援給付金」支給を開始しました。申請し、要件を満たせば
法人は最大600万円、個人事業主は最大300万円の支給が受けられます。
　当金庫では、サポートプラザにて9月3日、8日、14日の3日間、当給付金の申
請サポートを行い、8先が申請完了しました。また、家賃支援給付金に加えて、

「持続化給付金」や「東京都感染拡大防止協力金」などの申請サポートを行って
います。

詳しくは当金庫ホームページ・専用リーフレットをご参照ください。 しんきん通帳

対象 普通預金口座をお持ちの全ての個人のお客さま

ご登録方法 「しんきん通帳アプリ」をダウンロード
Andoroidの方は iPhoneの方は

アプリはコードからダウンロードできます。



えびす支店、9月23日に新築移転オープン

インキュベーション施設
「スタートアップえびす」が11月2日にオープン

新「本店・本部」が令和3年5月にグランドオープンします　
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　昭和51年の開店から45年目を迎えるえびす支店の新築
工事・移転が完了し、9月23日にオープンしました。店舗
外観はデザインの洗練さを、エントランスには安心感のあ
る重厚さを意識しています。店内は、お客さまにとって親
しみやすい空間となるよう、温もりのあるカラーを使用し
ています。
　ATMコーナーと貸金庫室を併設し、明るい雰囲気でご
利用いただけます。貸金庫は全自動式で、土曜日もご利用
可能です。
　建物の耐震性能は、標準的強度の1.25倍となっており、
避難場所となる学校校舎の設計基準と同等です。また、エレ
ベーターの音声アナウンスは、外国人や視覚障がいの方に
向けて、通常時は日本語・英語で、緊急時には日本語・英語・
中国語・韓国語で対応可能となり、安全性に配慮しました。

　えびす支店（昭和えびすビル）の5階〜7階に、東京都認
定の創業支援施設（インキュベーション施設）「スタート
アップえびす」がオープンしました。当金庫が法人・個人
の創業者（予定者）の方をサポートすることで、産業や雇
用の創出に資する創業支援をさらに推進します。また、多
種多様な人々の集いが、情報発信源となり、つながり、育
ち、羽ばたくことで地域の活性化に貢献します。

▶5階・6階　各フロア6室（本店登記可能）
　個室設備： 机、椅子、電源コンセント、電話回線（実費）、 

有線インターネット可
　共用設備：  Wi-Fi、休憩スペース、給湯、男女トイレ、デジタル複合機
▶7階　フリーフロア
　共用設備： 会議室（予約制）、フリーデスク、Wi-Fi、休憩スペース、 

給湯、男女トイレ
▶利用時間
　各フロア24時間利用可（宿泊使用は不可）

　57年ぶりの建て替えを完了した当金庫の新「本
店・本部」棟が5月7日にプレオープンしました。
現在、令和3年5月6日（予定）のグランドオープン
に向けて旧「本店・本部」棟を取り壊し、跡地には3
階建ての建物・駐車場を建設中です。建物には、創
業直後の事業者の方がオフィスとしてご利用いた
だけるインキュベーション施設を備えます。駐車
場は、地域の賑わいを創出するための各種イベン
トでも活用していきます。 新「本店・本部」　

●令和3年5月6日グランドオープン予定

施設概要 当金庫の入居者向けサービス
❶ インキュベーションマネージャーによる経営ノウハウ

の提供・相談
❷ 創業期、成長期、各ステージに合わせた専門家の紹介
❸当金庫のネットワークによる事業支援
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❶ 本 部 〒155-0031 東京都世田谷区北沢1-38-14 ☎ 03（3422）6182（代）
●❶ 本 店 〒155-0031 東京都世田谷区北沢1-38-14 ☎ 03（3422）6181（代）
●❷ 新 宿 支 店 〒160-0023 東京都新宿区西新宿1-3-7 ☎ 03（3342）3821（代）
❸ 三 軒 茶 屋 支 店 〒154-0024 東京都世田谷区三軒茶屋1-41-10 ☎ 03（3421）6101（代）
●❸ 三 軒 茶 屋 支 店

せたがや市場出張所 〒157-0074 東京都世田谷区大蔵1-4-1
●❹ 京 橋 支 店 〒104-0041 東京都中央区新富2-4-2 ☎ 03（3552）4091（代）
●❺ 経 堂 支 店 〒156-0052 東京都世田谷区経堂2-3-2 ☎ 03（3420）4121（代）
●❻ 烏 山 支 店 〒157-0062 東京都世田谷区南烏山4-12-7 ☎ 03（3300）1361（代）
●❼ 大 橋 支 店 〒153-0044 東京都目黒区大橋2-22-5 ☎ 03（3469）0315（代）
●❽ 明 大 前 支 店 〒156-0043 東京都世田谷区松原2-44-2 ☎ 03（3323）0511（代）
●❾ え び す 支 店 〒150-0013 東京都渋谷区恵比寿1-5-7 ☎ 03（3444）4211（代）
●� 八 幡 山 支 店 〒168-0074 東京都杉並区上高井戸1-1-11 ☎ 03（3329）1021（代）
●� 多 摩 川 支 店 〒182-0025 東京都調布市多摩川5-5-1 ☎ 042（481）6211（代）
●� 池 の 上 支 店 〒155-0032 東京都世田谷区代沢2-44-14 ☎ 03（3422）3141（代）
●� 下 高 井 戸 支 店 〒156-0043 東京都世田谷区松原3-30-8 ☎ 03（3321）4155（代）
●� 代 田 橋 支 店 〒156-0041 東京都世田谷区大原2-27-31 ☎ 03（3328）0151（代）
●� 上 北 沢 支 店 〒156-0057 東京都世田谷区上北沢3-32-13 ☎ 03（3302）8111（代）
●� つつじが丘支店 〒182-0006 東京都調布市西つつじヶ丘3-31-2 ☎ 042（482）0211（代）
●� 三 鷹 支 店 〒181-0012 東京都三鷹市上連雀8-4-8 ☎ 0422（47）3131（代）
●� 東 小 金 井 支 店 〒184-0011 東京都小金井市東町4-42-21 ☎ 042（384）1521（代）
●� 桜 上 水 支 店 〒156-0045 東京都世田谷区桜上水4-17-2 ☎ 03（3329）3241（代）
●� サポートプラザ 〒155-0031 東京都世田谷区北沢2-24-5

昭和信用金庫
〒155-0031 東京都世田谷区北沢1丁目38番14号 
https://www.shinkin.co.jp/showa/
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